
対
象
と
な
る
制
度
の
根
拠

根
拠


子

ど
も

・子
育

て
支

援
新

制
度

に
お

い
て

、
平

成
2
7
年

度
か

ら
「地

域
型

保
育

事
業

」が
創

設


「地

域
型

保
育

事
業

」に
は

、
家

庭
的

保
育

、
小

規
模

保
育

、
事

業
所

内
保

育
お

よ
び

居
宅

訪
問

型
保

育
の

形
態

が
あ

る
。


「地

域
型

保
育

事
業

」は
区

市
町

村
に

よ
る

認
可

事
業

で
あ

り
、
「家

庭
的

保
育

事
業

等
の

設
備

及
び

運
営

に
関

す
る

基
準

」が
定

め
ら

れ
て

い
る

。


「家

庭
的

保
育

事
業

等
の

設
備

及
び

運
営

に
関

す
る

基
準

」に
お

い
て

、
『保
育
所
等
と
の
連
携

』
と
い

う
条

項
（

各
区

市
町

村
が

従
う
べ

き
基

準
）

が
あ

る
。

家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
抄
）

（
保
育
所
等
と
の
連
携
）

第
六

条
家
庭
的
保
育
事
業
者
等
は
、
利

用
乳

幼
児

に
対

す
る

保
育

が
適

正
か

つ
確

実
に

行
わ

れ
、
及

び
、
家

庭
的

保
育

事
業

者
等

に
よ

る
保

育
の

提
供

の
終

了

後
も

満
三

歳
以

上
の

児
童

に
対

し
て

必
要

な
教

育
又

は
保

育
が

継
続

的
に

提
供

さ
れ

る
よ

う
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
連
携
協
力
を
行
う
保
育
所
、
幼
稚
園
又

は
認
定
こ
ど
も
園
（
以
下
「
連
携
施
設
」
と
い
う
。
）
を
適
切
に
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。
た

だ
し

、
離

島
そ

の
他

の
地

域
で

あ
っ
て

、
連

携
施

設
の

確
保

が
著

し
く

困
難

で
あ

る
と
市

町
村

が
認

め
る

も
の

に
お

い
て

家
庭

的
保

育
事

業
等

を
行

う
家

庭
的

保
育

事
業

者
等

に
つ

い
て

は
、
こ
の

限
り
で

な
い

。

一
利

用
乳

幼
児

に
集

団
保

育
を

体
験

さ
せ

る
た

め
の

機
会

の
設

定
、
保

育
の

適
切

な
提

供
に

必
要

な
家

庭
的

保
育

事
業

者
等

に
対

す
る

相
談

、
助

言
そ

の
他

の
保

育
の

内
容

に
関

す
る

支
援

を
行

う
こ
と
。

二
必

要
に

応
じ

て
、
代

替
保

育
（

家
庭

的
保

育
事

業
所

等
の

職
員

の
病

気
、
休

暇
等

に
よ

り
保

育
を

提
供

す
る

こ
と
が

で
き

な
い

場
合

に
、
当

該
家

庭
的

保
育

事
業

者
等

に
代

わ
っ
て

提
供

す
る

保
育

を
い

う
。
）

を
提

供
す

る
こ
と
。

三
当

該
家

庭
的

保
育

事
業

者
等

に
よ

り
保

育
の

提
供

を
受

け
て

い
た

利
用

乳
幼

児
を

、
当

該
保

育
の

提
供

の
終

了
に

際
し

て
、
当

該
利

用
乳

幼
児

に
係

る
保

護
者

の
希

望
に

基
づ

き
、
引

き
続

き
当

該
連

携
施

設
に

お
い

て
受

け
入

れ
て

教
育

又
は

保
育

を
提

供
す

る
こ
と
。

1
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提
案
内
容
の
対
象
と
な
る
事
業

確
保
す
べ
き
連
携
施
設
に
お
い
て
連
携
す
る
３
つ
の
項
目

(1
)
 保
育
内
容
の
支
援

利
用

乳
幼

児
に

集
団

保
育

を
体

験
さ

せ
る

た
め

の
機

会
の

設
定

、
家

庭
的

保
育

事
業

者
等

に
対

す
る

相
談

、
助

言
等

(2
)
 代
替
保
育

家
庭

的
保

育
事

業
所

等
の

職
員

の
病

気
、
休

暇
等

の
場

合
に

、
代

わ
っ
て

保
育

を
提

供

(3
)
 卒
園
後
（
３
歳
児
）
の
受
け
皿

家
庭

的
保

育
事

業
所

に
お

け
る

保
育

の
提

供
の

終
了

（
卒

園
）

に
際

し
て

、
保

護
者

の
希

望
に

基
づ

き
、
引

き
続

き
連

携
施

設
に

お
い

て
受

け
入

れ
る

保
育
内
容

の
支
援

代
替
保
育

卒
園
後

(３
歳

児
)の
受
け
皿

3
項
目
全
て

家
庭

的
保

育
事

業
9
5
%

8
2
%

3
8
%

3
3

%

小
規

模
保

育
A

型
9
1%

6
3
%

7
7
%

5
4

%

小
規

模
保

育
B
型

8
8
%

4
8
%

7
1
%

3
9

%

家
庭
的
保
育
者
の
連
携
施
設
設
定
状
況
（
全
国
）
平
成

2
8
年

4
月

1
日
現
在

確
保
が
進
ん
で

い
な
い

2
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練
馬
区
に
お
け
る
背
景

•
保

育
需

要
の

増
加

（
特

に
0
～

1
歳

の
待

機
児

童
発

生
）

•
都

市
部

特
有

の
要

因
等

に
よ

り
、
認

可
保

育
所

の
整

備
に

よ
る

対
策

だ
け

で
は

対
応

が
困

難

9
18

39
50

15
6

32
7

74
1

97
8

02
00

4
00

6
00

8
00

1
00
0

0

1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

6
0

27
年
度

28
年
度

29
年
度

30
年
度

施
設
数

利
用
定
員

小
規

模
保

育
施

設
（

Ａ
・
Ｂ

型
）

の
施

設
数

・
在

籍
児

童
数

の
推

移
保

育
定

員
・
在

籍
児

童
数

・
待

機
児

童
数

の
推

移

待
機
児
童
対
策
に
お
い
て
、
地
域
型
保
育
（
小
規
模
保
育
・
家
庭
的
保
育
）
の
活
用
を
推
進

3
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練
馬
区
に
お
け
る
連
携
施
設
の
確
保
状
況

必
ず
し
も
、
事
業
者
の
責
に
よ
ら
な
い
事
情
で
困
難
事
例
や
支
障
事
例
が
生
じ
て
い
る

（
3

0
年

4
月

1
日
）

施
設
数

保
育
内
容

の
支
援

代
替
保
育

卒
園
後

(３
歳
児

)
の
受
け
皿

家
庭

的
保

育
事

業
6

0

9
0
％

以
上

の
施

設
で

は
、

連
携

先
の

目
途

あ
り

ほ
と
ん

ど
確

保
の

目
途

は
な

い

0
％

（
3
0
年

度
か

ら
、
一

部
の

幼
稚

園
（

練
馬

こ
ど
も

園
）

と
の

連
携

協
定

を
試

行
的

に
開

始
）

小
規

模
保

育
事

業
A

型
・Ｂ

型
5

0
各

運
営

事
業

者
の

責
任

に
お

い
て

、
代

替
保

育
が

生
じ

な
い

よ
う

に
何

ら
か

の
形

で
対

応
し

て
い

る
事

業
所

内
保

育
事

業
2

主
な
困
難
事
例

支
障
事
例


近

隣
に

保
育

所
が

無
い

（
少

な
くと

も
、
連

携
先

は
、
徒

歩
圏

内
に

あ
る

こ
と
が

必
要

）


特
定

の
保

育
所

に
偏

る


代

替
保

育
の

受
け

入
れ

に
、

理
解

が
得

ら
れ

な
い


保

育
所

に
人

員
の

余
裕

は
な

く、
連

携
元

に
職

員
を

派
遣

す
る

形
態

は
対

応
不

可


幼
稚

園
で

の
代

替
保

育
は

極
め

て
困

難


「
３

歳
児

の
受

入
定

員
＜

家
庭

的
保

育
事

業
者

の
卒

園
児

」と
な

る
地

域
が

あ
る


保

育
所

お
よ

び
認

定
こ
ど
も

園
の

利
用

調
整

は
、
区

市
町

村
が

実
施

し
て

お
り
、
家

庭
的

保
育

事
業

者
等

が
自

ら
確

保
で

き
な

い

区
で
は
、
連
携
施
設
の
適
切
な
確
保
に
は
、
「
書
面
に
よ
る
協
定
・契
約
」と
「実
効
性
の
あ
る
内
容
」が
必
要
と

考
え
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
は
、
連
携
施
設
を
確
保
済
の
施
設
数
は
「ゼ
ロ
」
で
あ
る
。

4
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練
馬
区
に
お
け
る
取
組
と
今
後
の
見
通
し

取
り
組
み

今
後
の
見
通
し

(1
)
保
育
内
容
の

支
援


区

が
、
マ

ッ
チ

ン
グ

の
支

援
や

仲
介

を
行

う
。


連

携
元

・連
携

先
の

間
の

信
頼

関
係

を
築

き
な

が
ら
、
順

次
、

協
定

書
の

取
り
交

わ
し

を
進

め
て

い
く。


合

同
保

育
や

園
庭

の
利

用
な

ど
、
具

体
的

な
取

り
組

み
は

、
現

場
で

の
理

解
が

得
ら
れ

や
す

い
。


経

過
措

置
期

間
が

終
了

す
る

ま
で

に
、
一

部
の

困
難

事
例

を
除

き
、
確

保
で

き
る

可
能

性
は

あ
る

。

(2
)
代
替
保
育


平

成
3
0
年

4
月

の
要

件
緩

和
（

※
）

の
活

用
を

図
っ
て

い
く。

(※
) 

事
業

実
施

場
所

で
代

替
保

育
が

提
供

さ
れ

る
場

合
、
事

業
規

模
を

勘
案

し
て

小
規

模
保

育
事

業
A
型

事
業

者
等

と
同

等
の

能
力

を
有

す
る

と
市

町
村

が
認

め
る

者
を

適
切

に
確

保
す

る
こ
と
に

よ
り
、
代

替
保

育
の

連
携

施
設

の
確

保
を

求
め

な
い


特

に
、
家

庭
的

保
育

者
で

は
、
代

替
保

育
の

確
保

が
難

し
い

。


保
育

士
確

保
も

困
難

で
あ

り
、
経

過
措

置
期

間
が

終
了

す
る

ま
で

の
間

に
、
1
0
0
％

確
保

は
困

難
。


要

件
緩

和
を

活
用

し
や

す
い

よ
う
な

環
境

を
整

備
す

る
必

要
が

あ
る

。

(3
)
卒
園
後

(３
歳
児

)の
受
け
皿


保

育
所

整
備

等
を

中
心

と
し

た
待

機
児

童
対

策
の

推
進

⇒
３

歳
児

の
受

け
入

れ
定

員
の

増


入
園

調
整

業
務

に
お

い
て

、
連

携
施

設
へ

の
入

所
を

公
平

か
つ

分
か

り
や

す
く行

う
た

め
の

検
討


練

馬
区

独
自

の
制

度
「練

馬
こ
ど
も

園
（

※
）

」と
の

連
携

協
力

を
進

め
て

い
る

。
(※

) 
通

年
（

春
、
夏

、
冬

休
み

も
含

む
）

で
1
1
時

間
の

預
か

り
保

育
を

実
施

す
る

私
立

幼
稚

園
を

区
が

認
定


保

育
需

要
は

伸
び

て
い

く見
込

み
（

幼
児

教
育

の
無

償
化

の
影

響
も

あ
る

）


一
方

、
認

可
保

育
所

の
整

備
に

よ
り
３

歳
児

だ
け

の
定

員
だ

け
を

大
幅

に
増

や
す

こ
と
は

不
可

能
（

4
・
5

歳
の

供
給

超
過

の
恐

れ
も

あ
る

）


基
準

が
示

す
よ

う
に

、
『保

護
者

の
希

望
に

基
づ

き
、

引
き

続
き

連
携

施
設

に
お

い
て

受
け

入
れ

る
』体

制
を

、
全

員
分

確
保

す
る

こ
と
は

非
常

に
難

し
い

。

経
過

措
置

終
了

（
平

成
3
1
年

度
末

）
ま

で
に

、
３

項
目

の
確

保
の

見
通

し
が

立
っ
て

い
な

い
特

に
、
「
卒

園
後

の
受

け
皿

」
の

確
保

は
非

常
に

困
難

⇒
最
大
で
、
１
１
２
件
の
家
庭
的
保
育
事
業
認
可
取
消
が
発
生
す
る
恐
れ

5
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提
案
の
骨
子

現
状
・
支
障
事
例

(1
) 

連
携

施
設

の
対

象
と

し
て

の
「
保

育
所

」は
、

認
可

保
育

所
に

限
定

(2
) 

基
準

を
満

た
さ

な
い

こ

と
に

よ
る

事
業

認
可

取
消

の
恐

れ

提
案
内
容

(1
) 

「
保

育
所

」
の

定
義

の
追

加

(2
) 

経
過

措
置

期
間

の
延

長

改
革
に
よ
る
効
果

連
携
施
設
の
選
択
肢
が

拡
大

安
定
的
な
保
育
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
を
継
続

●
「
代
替
保
育
」に
つ
い
て

昨
年

度
の

提
案

に
よ

り
、
3
0
年

4
月

に
要

件
が

緩
和

。
そ

の
成

果
を

さ
ら

に
高

め
る

た
め

、
緩

和
さ

れ
た

要
件

に
つ

い
て

、
運

用
上

の
取

り
扱

い
（

市
町

村
の

判
断

基
準

等
）

を
具

体
的

か
つ

明
確

に
示

す
等

、
要

件
緩

和
を

活
用

し
や

す
い

環
境

整
備

も
今

後
検

討
さ

れ
た

い
。

6

52



提
案

(１
) 
「保
育
所
」の
定
義
の
追
加

•
認
可
保
育
所

３
歳

児
の

定
員

が
十

分
で

は
な

い
（

３
歳

児
の

入
園

調
整

で
は

保
育

指
数

が
高

く
て

も
非

内
定

が
発

生
）

。
そ

の
た

め
、
３

歳
児

の
定

員
を

連
携

施
設

枠
と
し

て
確

保
す

る
こ
と
は

困
難

。
３

歳
の

定
員

を
増

や
す

た
め

に
認

可
保

育
所

を
整

備
す

る
と
、
３

歳
以

外
の

年
齢

も
定

員
増

と
な

り
保

育
需

要
と
の

ミ
ス

マ
ッ
チ

（
欠

員
）

が
発

生
す

る
恐

れ
が

あ
る

。

•
認
定
こ
ど
も
園

認
可

保
育

所
と
同

様

•
幼
稚
園 園
（

設
置

者
）

に
よ

っ
て

運
営

方
針

（
預

か
り
時

間
、
長

期
休

暇
の

取
り
扱

い
等

）
が

異
な

る
。

「
保

育
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

」
と
い

う
視

点
か

ら
、
保

育
所

と
同

列
で

幼
稚

園
を

一
律

に
「
連

携
施

設
」
と
考

え
る

こ
と
自

体
が

困
難

。
※

な
お

、
練

馬
区

独
自

の
制

度
「
練

馬
こ
ど
も

園
」
と
の

連
携

協
力

を
進

め
て

い
る

。

卒
園

後
（

３
歳

児
）

の
受

け
皿

に
つ

い
て

、
一

定
の

枠
（

数
）

を
確

保
す

る
に

あ
た

り
、
現

状
は

頭
打

ち
状

態

基
準

の
趣

旨
も

踏
ま

え
、
保

育
の

質
の

担
保

は
重

要
（

連
携

さ
え

で
き

れ
ば

良
い

、
と
い

う
わ

け
で

は
な

い
）

多
様

な
働

き
方

に
対

応
し

、
多

様
な

選
択

肢
の

保
育

サ
ー

ビ
ス

提
供

を
望

む
保

護
者

の
ニ

ー
ズ

国
や
地
方
公
共
団
体
が
一
定
の
基
準
に
基
づ
き
、
運
営
費
や
補
助
金
に
よ
り
を
公
的
な
支
援

を
行
っ
て
い
る
施
設
（
特
区
小
規
模
保
育
施
設
、
東
京
都
認
証
保
育
所
、
企
業
主
導
型
保
育

施
設
）
が
あ
る
。
そ
れ
ら
を
、
「
連
携
施
設
」
と
し
て
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。
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小
規
模
保
育
施
設
（
Ａ
型
）

（
※
通
常
・特
区
と
も
同
様
）

東
京
都
認
証
保
育
所
（
Ａ
型
）

企
業
主
導
型
保
育
施
設

目
的
・概
要

市
町

村
の

認
可

事
業

（
地

域
型

保
育

事
業

）
。
施

設
規

模
の

特
性

を
生

か
し

た
き

め
細

か
な

保
育

を
実

施

大
都

市
の

特
性

に
着

目
し

、
多

様
化

す
る

保
育

ニ
ー

ズ
に

応
え

る
た

め
、
都

独
自

の
基

準
に

よ
る

制
度

を
創

設

企
業

主
導

型
の

事
業

所
内

保
育

を
主

軸
と
し

て
、
多

様
な

就
労

形
態

に
対

応

定
員
（
原
則
）

６
～

１
９

人
２

０
～

１
２

０
人

事
業

所
内

保
育

事
業

と
同

じ
（

6
人

～
）

設 備

子
ど
も

1
人
あ
た

り
の
保
育
面
積

0
歳
・
1
歳

一
人

あ
た

り
3
.3

㎡
一

人
あ

た
り

3
.3

㎡
乳

児
室

：
1
.6

5
㎡

ほ
ふ

く室
：

3
.3

㎡

2
歳
以
上

一
人

あ
た

り
1
.9

8
㎡

一
人

あ
た

り
1
.9

8
㎡

一
人

あ
た

り
1
.9

8
㎡

調
理
室

必
須

必
須

必
須

職 員 配 置

職
員

1
人
に

対
す
る
園
児

数

0
歳

３
：

１
３

：
１

３
：

１

1
歳
・
２
歳

６
：

１
６

：
１

６
：

１

3
歳

２
０

：
１

２
０

：
１

２
０

：
１

4
歳
・5
歳

３
０

：
１

３
０

：
１

３
０

：
１

職
員
数
・有
資
格
者
数

保
育

所
の

配
置

基
準

＋
１

名
職

員
数

は
保

育
所

の
配

置
基

準
と
同

じ
（

保
育

士
が

６
割

以
上

）
職

員
数

は
保

育
所

の
配

置
基

準
と
同

じ
（

保
育

士
が

5
割

以
上

）

運
営
に
対
す
る

公
的
負
担

公
定

価
格

に
よ

る
地

域
型

保
育

給
付

費
の

給
付

（
国

1
/2

、
都

1
/4

、
区

1
/4

）
公

定
価

格
に

準
じ

た
単

価
に

よ
り
、
経

費
の

一
部

を
区

市
町

村
を

通
じ

て
都

が
補

助
公

定
価

格
に

準
じ

た
単

価
に

よ
り
、
経

費
の

一
部

を
児

童
育

成
協

会
を

通
じ

て
国

が
補

助

保
育
料

保
育

認
定

区
が

徴
収

施
設

ご
と
に

基
準

の
範

囲
で

決
定

・徴
収

施
設

ご
と
に

基
準

の
範

囲
で

決
定

・徴
収

指
導
検
査

認
可

権
者

（
各

区
市

町
村

）
が

実
施

都
の

指
導

検
査

実
施

方
針

に
よ

る
認

可
外

保
育

施
設

指
導

監
督

基
準

に
よ

る

認
可
保
育
所
を
ベ
ー
ス
と
し
た
基
準
⇒
保
育
の
質
や
安
全
性
が
担
保
さ
れ
て
い
る

提
案
し
て
い
る
新
た
な
連
携
施
設
に
か
か
る
基
準
等
の
一
覧

8
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提
案

(２
) 
経
過
措
置
期
間
の
延
長

現
在

、
待

機
児

童
対

策
を

推
進

し
、
卒

園
後

の
受

け
皿

（
対

象
と
な

る
連

携
施

設
）

の
拡

充
も

提
案

し
て

い
る

。
こ

れ
ら

に
よ

り
、
３

歳
児

の
受

け
入

れ
定

員
の

確
保

に
取

り
組

ん
で

い
る

が
、
そ

の
効

果
が

出
る

ま
で

の
タ

イ
ム

ラ
グ

等
を

考
慮

す
る

必
要

が
あ

る
。

経
過
措
置
期
間
を
延
長
し
、
そ
の
間
に
、
国
・
都
道
府
県
・
区
市
町
村
・
事
業
者
（
連
携
施
設
の
対

象
も
含
む
）
・
利
用
者
等
か
ら
幅
広
い
議
論
を
行
い
な
が
ら
、
現
場
の
実
態
も
踏
ま
え
、
実
効
性

の
高
い
仕
組
み
と
な
る
よ
う
検
討
し
て
ほ
し
い
。

地
域

型
保

育
に

対
す

る
需

要
や

保
育

ニ
ー

ズ
の

変
化

に
対

応
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

（
平

成
2
7
年

度
の

制
度

開
始

時
に

想
定

し
て

い
た

状
況

と
は

違
う
部

分
も

あ
る

。
幼

児
教

育
無

償
化

に
よ

る
影

響
も

考
え

ら
れ

る
）

期
間

に
間

に
合

わ
せ

る
こ
と
が

目
的

化
し

、
実

態
が

無
い

形
だ

け
の

連
携

や
、
実

効
性

の
乏

し
い

連
携

に
な

り
か

ね
な

い

な
ぜ
、
経
過
措
置
期
間
の
延
長
が
必
要
な
の
か
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